
130．電気量

　陽子 個の電気量を 、電子 個の電気量を とするとき、次の電気量はいくらに

　なるか

　①　陽子 個電子 個の水素原子

　②　陽子 個の水素イオン

　③　陽子 個電子 個のアルミニウムイオン

　④　陽子 個電子 個の酸化物イオン

　＋の電気と の電気は引き合い。同符号の電気は反発する。次の原子 イオンは引き

　合うか反発するか。

　①　水素イオンとアルミニウムイオン

　②　水素原子どおし

　③　酸化物イオンどおし

　④　酸化物イオンとアルミニウムイオン

　陽子 個の電気と同じ電気量を とする。次の電気量はいくらか

　①　陽子 個

　②　電子 個

　③　陽子 個と電子 個

　④　陽子 個

　⑤　陽子 個と電子 個

　同じ材質、同じ大きさの金属球が 二つある。以下の問いに答えよ。

　①　 に 、 に の電気を帯電させ接触させて離した。 の電気量はいくら

　　になるか

　②　 に 、 に を帯電させて接触させて離した。 の電気量はいくらか

　③　 に＋ 、 は帯電させずに を接触させて離した。 の電気量はいくらか

131．重力場と電場

　地球周辺の空間に物体を置くとその物体に力が作用する。これは空間が重力の影響を

　受けた特殊な空間になっているためである。このような空間を重力場という。重力場の

　強さは重力か速度の大きさで表わす。重力場について以下の問いに答えよ。

　①　重力加速度の大きさが のとき、 の物体に作用する力の大きさはいくら

　　か

　②　ある空間に の物体を置くと の重力が作用した。重力加速度の大きさ（重力

　　場の強さ）はいくらか

　③　重力場の強さ （ ）の空間に の物体を置いた。重力の大きさはいく

　　らか

　④　 の空間に の物体を置いた。重力の大きさはいくらか

　⑤　 の物体を置いたら の重力が作用した。この位置の重力場の強さはいくらか

　⑥　重力場の強さ の空間に の物体を置いた。この物体に作用する重力の

　大きさはいくらか

 解説

　①　 　②　 　③　 　④　

　①　反発　

　　②　力が作用しない。

　　　（厳密には電子が原子核間に入り込むことにより共有結合が起こる）　

　　③　反発　④　引き合う

　①　 　②　 　

　　③　 　

　　　（ とは電気がないことを意味するのではなく、正 負電荷が同数存在することを

　　　意味している。）

　　④　 　⑤　

　①　共に ＝ 　②　共に ＝ 　③　共に ＝

 解説

　①　 　②　 （ ）　③　 　④　 ＝ 　⑤　 ＝

　　⑥　

　①　 　②　下向きに 　

　　③　負電荷の場合は力の向きと逆向きに電場がある。左向きに

　　④　 　⑤　右向き 　⑥　左向き 　⑦　右向きに ＝

　　⑧　北向き　 ＝ 　⑨　上向き ＝ 　⑩　

　①　下向き 　②　上向き 　③　クーロン力　④　

電場

-79-



　電荷をおくとその電荷に力が作用する空間を電場という。電場は の電荷に作用

　する力（ベクトル）と定義されている。電場について以下の問いに答えよ。

　①　＋ の電荷をおくと の力が作用した。この場所の電場の強さは何 か

　②　＋ の電荷をおくと下向きに の力が作用した。この場所の電場はいくらか

　③　 の電荷をおくと右向きに の力が作用した。この場所の電場はいくらか

　④　 の電場に の電荷を置くと何 の力が作用するか

　⑤　右向きに の電場に の電荷を置くとどちら向きに何 の力が作用するか

　⑥　右向きに の電場に の電荷を置くとどちら向きに何 の力が作用するか

　⑦　右向きに の電場に＋４ の電荷をおくとどちら向きに何 の力が作用するか

　⑧　 の電荷をおくと北向きに の力が作用した。この場所の電場はいくらか

　⑨　 の電荷をおくと下向きに の力が作用した。この場所の電場はいくらか

　⑩　 の電場に の電荷をおいた。この電荷に作用する力の大きさはいくらか

　上向き の電場に質量 、電気量 の電荷をおいた。重力加速度の大きさ

　を として以下の問いに答えよ。

　①　この物体に作用する重力の方向と大きさはいくらか

　②　この物体に作用するクーロン力の方向と大きさを答えよ。

　③　この物体が上向きに加速した。クーロン力と重力はどちらが大きいか

　④　この物体の加速度を とするとき、この物体の運動方程式をたてよ。

　⑤　この物体の加速度を で表わせ。

電場

　ある電気量に帯電した質量 の物体を

　右向きに一様な電場 がある中で天井から

　つるしたところ角度 でつりあった。

　重力加速度の大きさを として以下の問いに

　答えよ。

　①　この物体が帯電しているのは正か負か

　②　この物体に作用している重力の大きさはいくらか

　③　この物体が持っている電気量を とするとき、クーロン力の大きさを で表わせ。

　④　 を で表わせ。

　⑤　 を求めよ。

　座標平面上 （ ）、 （ ）

　に電気量不明の電荷をおき、点 （ ）

　に の電荷をおいたところ 軸

　正の方向に の力が作用した。

　座標 目盛り＝ として以下の問いに

　答えよ。

　①　 点の電場の強さと方向を

　　答えよ。

　 　 点の電荷は 、 の電荷から反発力あるいは引力を受けその合力が作用している。

　　その合力が である。

電場

　　⑤　 ＝

　①　電場と同じ方向に力が作用しているので正電荷

　　②　 　③　 　

　　④　図より　 ＝

　　⑤　 ＝

　①　点 は負電荷であるから電場の方向は力の逆向き　 軸負の方向に

　　②　△ は直角二等辺三角形である。

　　　 ＝ で なので、△

　　　も直角二等辺三角形である。よって、

　　　力 は ＝ の となる。

　　　 ＝

　　③　②と同じく

　　④　電場の強さは逆向きに

　　⑤　同じく

　　⑥　 からは反発の方向に力を受けているので、 は負電荷

　　　　 からは引く方向に力を受けているので、 は正電荷
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　②　 点の電荷が から受ける力の大きさはいくらか

　③　 点の電荷が から受ける力の大きさはいくらか

　④　 点の からの電場の強さはいくらか

　⑤　 点の からの電場の強さはいくらか

　⑥　 の電荷の符号を答えよ。

132．電気力線

　正電荷と負電荷の間にはクーロン力が作用している

＋

　これをイメージするために、正電荷と負電荷の間が

　ひもでつながっていると考える。そのひもの方向を

　電場の方向に定義する。この線を電気力線という。

　①　右図の正電荷と負電荷は電気力線一本でつながっているとして電気力線を矢印で記

　　入せよ。

　②　下図の正電荷、負電荷の周りの黒点位置においた の電荷に作用する力の方向

　　を矢印で示せ。

＋

　③　上図に電気力線を記入せよ。

　 の断面を電気力線が貫いている本数を電気力線密度という。 あたり 本の電

　気力線があるとき、 に の力が作用しているとして以下の問いに答えよ。

　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　①　上図 と はどちらが何倍 に作用する力の大きさが大きいか。

　②　上図 の に作用する力の大きさは どちらと等しいか。

　③　 あたり 本の電気力線があるとき の電荷に作用する力の大きさはいくらか。

　④　 あたり 本の電気力線があるとき の電荷に作用する力の大きさはいくらか。

　⑤　 あたり 本の電気力線があるとき の電荷に作用する力の大きさはいくらか。

　⑥　電気力線 あたり 本の電気力線があるとき、その空間の電場の強さはいくらか。

　⑦　 の電荷に の力が作用していた。その空間 あたり何本の電気力線がある

　　といえるか。

　⑧　 の電荷に の力が作用している。この空間 に何本の電気力線があるか。

　⑨　 あたり 本の電気力線が貫いている。この場所の電場の強さを で表わせ。

 解説

＋

＋

＋

　①　

　　②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　③

　　　電気力線は の電荷に作用する力の方向に存在すると考える。

　①　 に 倍強い力が作用する　　②　 （ あたりの本数で決まる）

　　③　 　④　 本 ＝ 　　⑤　 　　⑥　

　　⑦　 本　⑧　 ＝ 　 本　⑨　 ＝

　①　 ＝ 本　 ＝ 本　②　 　

　　③　 本出ているとすると、 ＝ 。よって、 ＝ 本

　①　 本　②　左右対称であるから左側は半分　よって、 本

　　③　左側の金属表面の面積は なので、 あたり、 本あることになる。

　　④　電気力線密度が電場なので、 ＝

　①　 本　②　球の表面積が なので、 あたり 本となる。

　　③　 ＝

　　④　自由電子が動かないので電場はない。電場は電荷に作用する力である。

　　⑤　電場とは電気力線密度なので、電場がない時は電気力線はない　 本

　　⑥　電荷があると電気力線が出るので、金属内部には電荷はないことになる。
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　ある電気量から電気力線が 本出ているとして電気量と電気力線数の関係を考えてみ

　よう。 より 本出ているとする。以下の問いに答えよ。

　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

　①　 、 はそれぞれ電気力線何本出ているといえるか。

　②　電気力線が 本出ている時、電気量は何 か

　③　電気量 より電気力線は何本出ているか

＋

＋

＋

＋
＋

＋

　右図のように断面積 の薄い金属板に

　電気量 を帯電させた。電気力線は

　均等に分布し、金属板の厚さは無視できる

　ものとし、 より電気力線 本出ているとし

　て以下の問いに答えよ。

　①　この金属板から出ている電気力線は

　　全部で何本か

　②　この金属板の左側には電気力線何本

　　出ているか

　③　金属板の表面近くでは あたり何本の電気力線があることになるか

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

　④　金属板の表面近くの電場の強さはいくらか

　半径 の球（表面積 ）の表面に

　一様に電気量 の電荷が帯電している。

　 より電気力線 本出ているとし、

　電気力線は一様に出ているとして

　以下の問いに答えよ。

　①　電気力線は全部で何本出ているか。

　②　表面近くの電気力線は あたり

　　何本か

　③　球の表面近くの電場の強さはいくらか

　 　金属内の電場について考えよう。

　④　帯電させた金属内では自由電子は移動した後で動かなくなっている。このことを考

　　慮して金属内の電場の大きさはいくらと考えられるか

　⑤　金属内の電場から考えて金属内に何本の電気力線があることになるか

　⑥　金属内に電荷があるとき、その電荷から電気力線が出ることになる。このことから

　　考えて金属内部に存在する電気量を答えよ。

　点電荷 の電荷から電気力線が

　　　（金属に帯電している全ての電荷は金属表面に存在している）

　①　 本　

　　②　点電荷からでた電気力線はすべてこの球の表面を貫くので①と同数になる。

　　　　よって、 本

　　③　球の表面積が なので、 あたりの電気力線数は ＝

　　④　 ＝ が電場強さである。方向は中心方向の逆向きである。

　　⑤　④と同じで、 ＝

　　⑥　 より、 ＝

　　⑦　 ＝ ＝ ＝ （これがクーロンの法則である）

　　　　 、 を代入すると、

　　　　＜参考＞

　　　　 ＝ なので、 ＝ 本

　　　　この を真空誘電率という。
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　四方八方へ一様に出ている。

　点電荷を中心とする半径 の球の

　表面を考える。 より電気力線 本出ているとし

　て以下の問いに答えよ。

　①　この点電荷から出ている電気力線は何本か

　②　点電荷を中心とする半径 の球の表面を

　　貫いている電気力線は何本か

　③　点電荷を中心とする半径 の球の表面 あたりの電気力線数は何本か

　④　点電荷から 離れた点の電場の方向と強さを求めよ。

　 　点電荷から 離れた点に点電荷 をおいた。

　⑤　この点電荷の位置における中心電荷からの電場の強さはいくらか

　⑥　この点電荷に作用するクーロン力はいくらか

　⑦　 ＝ （この をクーロン定数という）とする。 の二つの電荷を 離して

　　設置すると、電荷どおしには の力が作用することが知られている。 の値　

　　はいくらになるか。

133．誘電分極 静電誘導

　金属表面に電荷が存在している。

＋ ＋

＋ ＋

　この電荷について以下の問いに答えよ。

　 　帯電している金属内では自由電子は

　　動かない状態にある。

　①　金属内の自由電子に力が作用しているか

　　どうか答えよ。

　②　金属内に電場があるかないか答えよ。

　③　金属内部（表面ではない）に電荷がある場合その電荷から電気力線が出ることを考

　　えて、金属内に電荷があるかないかを判断せよ。

　④　金属表面から出る電気力線が金属表面に対して図 のように斜めになっていた場合、

　　その電気力線を金属表面に接する方向と垂直方向に分解できる。自由電子は動かない

　　ことを考慮し、金属表面に接する方向の電気力線は存在しないことを説明せよ。

　⑤　金属表面から出る電気力線は必ず金属表面に垂直である。この理由を簡単に説明せ

＋

＋

＋

＋

　　よ。

　右図は金属板 を で、金属板 を

　で帯電させ平行に設置したものである。 より

　電気力線が 本出ているとして以下の問いに答えよ。

　①　 間には電気力線が何本出ているか。

　②　金属板 の左側には電気力線は何本出ているか

　 　この金属板間に金属（導体）を挿入した。

　導体内に自由電子があり、自由に動ける。そのため、導体挿入後しばらくすると

 解説

　①　自由電子は動かないのであるから、力は作用していない。

　　②　自由電子に力が作用していないので、電場はない。

　　③　金属内部に電荷があると、そこから電気力線が出ることになる。しかし、金属内

　　　に電場はないので、金属内部に電荷はないことになる。

　　④　接線方向に電気力線があると、自由電子が力を受けて動くようになる。自由電子

　　　は動かないので接線方向には電気力線はない。

　　⑤　電気力線の接線方向成分がないので、電気力線は金属表面に垂直となる。

　①　電気量が なので、 本

　　②　 本とも右側に出ているので左側にはない。

　　③　ない。　

　　④　 から出た電気力線をすべて受け止めるだけの負電荷が必要なので、金属板

　　　 と同じ 。負電荷であるから

　　⑤　④と同じく　＋

　①　原子核は右、軌道電子は左に力を受ける。

　　②　正極は右側、負極は左側

　　③　電場がなければ原子に電極はできないので、不導体内に電場は存在する。

　　④　正極　⑤　負極　

　　⑥　不動体内に外部の電気力線が入っているので、発生した電気量は外部の電気量よ

　　　りは少ない。（導体の場合は等しいので、電場が打ち消される。）

　①　生じた電荷は右側と左側では逆符号で等しい大きさである。　

　　②　相手が不導体であるので自由電子は移動しない。元と同じ
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＋

＋

＋

＋

導体

＋

＋

＋

＋

＋

通常原子

＋

電場内の原子

＋

＋

＋

＋

　電荷は動かないようになっている。

　③　導体内に電場はあるか、ないか。

　④　導体内に入ってきた電気力線により自由電子が動き

　　金属表面に電荷ができる。右図導体左側表面にできる

　　電荷は何 か

　⑤　導体表面右側にできる電荷は何 か

　原子は通常原子核の周りを電子が回っており、

　その電子は一様に回っているので、原子自体には

　電極ができない。しかし、電場の中にある原子は

　電場から力を受けることになる。原子の左側に

　正電極を右側に負電極を置いた。これについて

　以下の問いに答えよ。

　①　原子核、軌道電子はそれぞれどの方向に力を

　　受けるか

　②　電場内にある原子には電極ができるが、

　　図の原子にできる電極は正極 負極それぞれ

　　どの位置にできるか

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

　 　下の図は不導体を電場内に挿入したものである。

　③　この不導体内に電場はあるかないか

　④　この不導体の右側面にできる電極は何か

　⑤　この不導体の左側面にできる電極は何か

　⑥　金属板 、 の電気量と不導体に発生した

　　電気量はどちらが大きいか。

　同じ材質でできた同じ大きさ形の導体

＋＋

＋ ＋

導体

導体

不導体

　と 、そして、同じ大きさ形の不導体

　がある。導体 を で帯電させた。

　 より電気力線が 本出ているとして

　以下の問いに答えよ。

　 　帯電した導体 に不導体 を近づけたところ、

　 の右側に の電荷が生じていた。

　①　不導体 の左側にはいくらの電荷が生じているか。

　 　 と を接触させて再び同じ位置まで離した。

　②　導体 が持つ電気量はいくらになったか

　③　不導体 の右側にはどれだけの電荷ができているか。

　 　導体 と導体 を近づけたところ導体 の右側に の電荷が生じていた。

　④　導体 の右側にはいくらの電荷が生じているか

　　③　元と同じ

　　④　①と同じく
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134．誘電率

＋

＋

＋

＋

不導体

＋

＋

＋

　金属板 を で金属板 を に帯電させて、

　不導体を挿入した。この不導体は貫く電気力線の を

　受け止めるだけの誘電分極を起こす能力があるとする。

　その状態を図示したのが右図である。この図を見て

　以下の問いに答えよ。

　①　金属板 から出ている電気力線は何本か

　②　この不導体に生じた誘電分極による電荷は何 か

　③　不導体内に入り込んだ電気力線は何本か

　④　この不導体が電気力線一本通す電気量（誘電率という）はいくらか

　⑤　誘電率の真空誘電率（ ）に対する比を比誘電率という。この不導体の比誘電率は

　　いくらか

＋
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

不導体

　⑥　この不導体の外部の電場に比べて不導体内の電場は何分の一になっているか

　金属板 を 、 を で帯電させ金属板間に

　不導体を挿入した。そのときの電気力線の状態を表した

　のが右図である。これを見て以下の問いに答えよ。

　①　金属板 から電気力線は何本出ているか。

　②　不導体に誘電分極で生じている電荷はいくらか

　③　不導体内を貫いている電気力線は何本か

　④　この不導体の誘電率はいくらか

　⑤　この不導体の比誘電率はいくらか

　⑥　不導体内の電場の強さは不導体外の電場の強さの何倍になっているか

＋
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

不導体

　金属板 を に、金属板 を に帯電させ、金属板間に

　不導体を入れたところ誘電分極により の電荷が生じた。

　 より電気力線が 本出るとして以下の問いに答えよ。

　①　金属板 から電気力線は何本出ているか

　②　誘電分極により不導体表面で断ち切られる電気力線は

　　何本か

　③　不導体内に入り込む電気力線は何本か

　④　この不導体の誘電率はいくらか

　⑤　この不導体の比誘電率はいくらか

　⑥　不導体内の電場の強さは外部の電場の何倍か

　金属板 を に、金属板 を に帯電させ、

　金属板間に比誘電率 の不導体を入れた。

　 より電気力線が 本出るとして以下の問いに答えよ。

　①　金属板 から電気力線は何本出ているか

　②　この不導体の誘電率はいくらか

　③　不導体内を貫く電気力線は何本か

 解説

　①　 本　②　 本（ ）の なので 　

　　③　生じた の電荷により電気力線 本のうち 本が打ち消される。よって、 本

　　④　 　⑤　 　⑥　電場の強さは電気力線密度である。 　

　①　 本　②　誘電分極で生じる電荷は片方の面に生じる電荷の絶対値で答える。

　　③　 本　

　　④　 で 本電気力線が通過しているので、電気力線 本当たり、 。

　　　誘電率は となる。

　　⑤　比誘電率は真空誘電率 に対する比なので、 ＝

　　⑥　電場の強さは電気力線密度である。外部の 本に対して内部では 本なので、 倍

　　　になっている。よって、 倍

　①　 本　②　 の電荷が生じ、生じた分だけ断ち切られるので、 本

　　③　 本のうち、 本が断ち切られるので、 本

　　④　誘電率は貫く電気力線 本あたりの電気量でこの場合電気量 で 本貫い

　　　ていることになるので、 本当たり、 ＝

　　⑤　比誘電率は の何倍かなので、

　　⑥　比誘電率 は電場 、比誘電率 は電場 になるので、電場の強さは比誘電率の逆

　　　数になる。よって、

　①　 本　②　 　

　　③　不導体内は誘電率（ 本あたりの電気量）が なので、電気力線数は

　　④　不導体内では電気力線が外部の 本に対して、 本なので、 になっている。

　　⑤　不導体外部の 本に対して、不導体内は 本なので、断ち切られた電気力線

　　　は 本である。電気力線 本あたり電気量 なので、 本は

　　　 ＝
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　④　不導体内の電場の強さは外部の電場の何倍か

　⑤　誘電分極により生じた電気量はいくらか

135．電位

　山の高さは で表される。登山の苦しさは上に上がる仕事（重力による位置エネルギ

　ー）で表される。地球の最高峰はエベレスト山で で、火星の最高峰は の

　オリンポス山である。火星に空気があり地球と同じように登山するとき、エベレスト山

　とオリンポス山の登山の苦しさについて以下の問いに答えよ。火星の重力加速度の大き

　さは地球の重力加速度の大きさの とする。

　①　エベレスト山とオリンポス山はどちらの標高が高いか

　②　火星表面に立ったとき、自分の体重は地球上の何倍になるか

　③　地球上でエベレスト山に登山するのと、火星上でオリンポス山に登山するのはどち

　　らが苦しい（エネルギーを多く使う）か

　④　体重の大きい人と体重の小さい人は同じ山に登山するとき、どちらの人がより苦し

　　い（エネルギーを多く使う）か

　 　体重が違えば登山の苦しさが異なるので、山の高さを登山の苦しさで表すとすれば

　同じ体重で表さなければならない。そこで、山の高さを「 の物体を運ぶ仕事」と定

　義することにする。

　⑤　エベレスト山とオリンポス山はどちらが高いといえるか。

　電気の世界で各電荷が力を受けて動く様子を山の斜面を転がるイメージで考えること

　にする。電気の世界で山の高さ（電位 単位 ）を考えるとき、 と同様にして

　「 をゆっくりと運ぶ仕事」と定義する。基準はアース（電気回路の一部を地上と

　つなぐこと）である。これに関して以下の問いに答えよ。

アース

　①　アースしてある位置から 点まで外力が を運ぶとき、 の仕事を必要とした。

　　この位置の電位はいくらか

　②　アースしてある位置から 点まで外力が を運ぶとき、 の仕事を必要とした。

　　この位置の電位はいくらか

　③　アースしてある位置から 点まで外力が＋ を運ぶとき、 の仕事を必要とした。

　　この位置の電位はいくらか

　④　アースしてある位置から 点まで外力が を運ぶとき、 の仕事を必要とした。

 解説

　①　オリンポス山　②　 　

　　③　火星上では体重が になるので、 の山は地球上の の山に相当する。

　　　よって、エベレスト山の方が多くのエネルギーを使う

　　④　位置エネルギーは なので、体重（ ）のある人のほうが多くのエネルギー

　　　を使う

　　⑤　エベレスト山の方が高いといえる。

　①　 　②　 　③　 　

　　④　負電荷の場合正電荷と逆向きに力が作用するので を運ぶ場合と仕事の符号

　　　が逆になる。よって、 を運んだとすれば の仕事が必要であり、 を運

　　　んだとすれば の仕事が必要である。よって、

　①　電位はアースしているところを基準とする。 　

　　②　電位は を運ぶ仕事なので、

　　③　 倍必要なので、 　　④　力の方向が逆になるので　

　　⑤　逆方向に運ぶので仕事の符号は逆になる。

　　⑥　 　⑦　 　　⑧　

　①　電場は に作用する力なので、電気力線と同じ方向（右向き）に 。

　　②　仕事は力と距離の積なので、

　　③　アースから を運ぶ仕事が電位であり、任意の位置から運ぶ仕事が電位差で

　　　ある。この場合 はアースされていないので、②の仕事は電位でなく電位差である。

　　　

　　④　電気力線の方向に

　　⑤　 　　

　　⑥　右向き

　　⑦　 から に直に移動するので、ゆっくりと運ぶには逆向きに力をくわえなければ

　　　ならない。よって、

　　（運ぶ仕事というのは外力がする仕事であって、クーロン力がする仕事ではない。）

　①　 ～ ＝ 、 ～ ＝ 、 ～ ＝ 、 ～ ＝ 、 ～ ＝

　　　電位差は を運ぶ仕事なので、各位置間の電位差がそのまま仕事となる。

　　②　 　元へ戻ると電位差は なので

　　③　 ＝ ＝ 　　 ＝

　　　（電荷を運ぶ仕事は経路によらない）

　①　 　

　　②　正の仕事であるから動かす方向と同じ方向の力を加えている。左向き。
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　　この位置の電位はいくらか

　金属板 、 を平行に設置し、金属板 をアースし

　金属板 の電位を に調整した。このとき以下の問

　いに答えよ。

　①　金属板 の電位はいくらか

　②　金属板 から に外力が の電荷を運ぶのに必要な

　　仕事はいくらか

　③　金属板 から に外力が 運ぶのに必要な仕事はいく

　　らか

　④　金属板 から に外力が 運ぶのに必要な仕事はいくらか

　⑤　金属板 から に外力が 運ぶ仕事はいくらか

　⑥　金属板 から に外力が 運ぶ仕事はいくらか

　⑦　金属板 から に外力が 運ぶ仕事はいくらか（公式）

＋

　⑧　金属板 から に外力が 運ぶ仕事はいくらか

　金属板 と を用意し、

　金属板 と の間に一様な電場 となるように

　 の電気量を調整した。 、 の極板間距離は

　として以下の問いに答えよ。

　 　極板 の左側表面に の電荷 を置いた。

　①　電荷 に作用する力はどの向きにどの大きさか

　②　外力が電荷 を極板 の位置まで運ぶのに必要な仕事は

　　いくらか

　③　極板 の電位差を 、 で表せ。（公式）

　 　極板 の左表面に の電荷 をおいた。

　④　この電荷 に作用するクーロン力の方向と大きさを答えよ。

　⑤　この電荷を まで運ぶのに必要な仕事はいくらか

　 　極板 の右表面に の電荷 を置いた。

　⑥　この電荷に作用するクーロン力の方向と大きさを求めよ。

　⑦　この電荷を極板 にゆっくりと運ぶ仕事はいくらか

　右図の点線は電位の等しい位置を

　つないだ線で近くの数値はその位置の

　電位を表している。点 ～ は

　 の電荷をこの順番で動かした。

　これについて以下の問いに答えよ。

　①　 ～ 、 ～ 、 ～ 、 ～ 、 ～ に動かす仕事はそれぞれいくらか

　②　 から始まって に戻ったとき、この間にした仕事の合計はいくらか

　③　 と移動させる仕事と から直接 に運ぶ仕事をそれぞれ求めよ。

　　　　力の大きさは仕事を距離で割ればよい。

　　③　外力がゆっくり運んでいるので、クーロン力は反対向きにかかっている。右向き

　　　　力の大きさは②と等しい。　

　　④　電場は に作用するクーロン力なので、右向き 。

　　　　単位は でも良い

　　⑤　等電位なので、仕事 　⑥　距離が なのに仕事 なので、力は

　　⑦　クーロン力が右向き なので、左向き の力を加えなければ に運べない。

　　⑧　①と同じ

　　⑨　 から の方向には力が作用していないので、この方向に電気力線は存在しない。

　　　電荷に作用する力が右向きなので、電気力線の方向は右向きとなる。よって、

　　「等電位線と電気力線は互いに直角関係にある。」
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　右図 は電位 の等電位線上にあり、

　 は の等電位線上にある。四角形 は

　長方形であり、 ＝ 、 ＝ である。

　最初 点に の電荷が存在し、この領域の電場は

　一様である。以下の問いに答えよ。

　 　 にある電荷を に運ぶとき

　①　 にある電荷を に運ぶ仕事はいくらか。

　②　 の電荷を に運ぶために必要な力の大きさと方向を答えよ。

　③　この電荷に作用しているクーロン力の大きさと方向を答えよ。

　④　この領域の電場の大きさと方向を答えよ。

　 　 にある電荷を に運ぶとき

　⑤　仕事はいくらか

　⑥　このとき電荷に加えた力の 方向の成分はいくらか

　⑦　 方向の力の成分はいくらか

　 　 にある電荷を に運ぶとき

　⑧　仕事はいくらか

　 　電気力線と等電位線の関係

　⑨　電気力線と等電位線のなす角度は何度になるか

136．電場と電位との関係

　金属板 があり、 をアースする。 間を

　一様な電場左向き になるように金属板

　の電荷を調整した。 間は である。

　　金属板 からの距離を とし、金属板 の右表面に

　 の電荷があるとして以下の問いに答えよ。

　①　この電荷に作用するクーロン力はどちら向きに

　　　何 か

　②　この電荷を極板 までゆっくり運ぶために必要

　　な力はどちら向きに何 か

　③　 の電位はいくらか

　④　 の電位はいくらか

　⑤　この電荷を から右方向に 運ぶのに必要な仕事はいくらか。 で表せ。

　⑥　 から 離れた位置の電位はいくらか

　⑦　縦軸に電位をとったグラフを完成せよ。

　⑧　このグラフの傾きはいくらか

　⑨　このグラフの傾きは何を意味しているか

 解説

　①　左向き 　②　右向き 　③　 　④　 ＝

　　⑤　 　⑥　 　

　　⑦　右のグラフ

　　⑧　

　　⑨　電位の傾きで電場の強さである。

　　　「電位の傾きは電場の強さを意味する」

　①　右側　右向き 、　左側　左向き

　　②　右側　左向き 、　左側　右向き

　　③　右側　右向き 、　左側　左向き （ に作用する力が電場である。）

　　④　右側　左向き 、　左側　右向き

　　⑤　 　⑥　 ＋ ＝ 　⑦　

　　⑧　 　電場は金属板間しか存在しない。

　　　電気力線は＋極から 極に繋がっていると考えても差し支えない。

電場

-88-



＋

＋
＋

＋

　断面積 の金属板 にそれぞれ 、 の電荷を

　帯電させた。電気量 より電気力線が 本出ているとする。

　この金属板から一様な電場が生じている（電気力線が平行）

　として以下の問いに答えよ。

　①　金属板 の右側と左側の電場の方向及び強さを

　　それぞれ答えよ。

　②　金属板 の右側と左側の電場の方向及び強さを

　　それぞれ答えよ。

　③　金属板 の右側及び左側の図の黒点の位置に の電荷を置いた。この電荷に作

　　用する力の大きさ及び方向をそれぞれ答えよ。

　④　金属板 の右側及び左側の図の黒点の位置に の電荷を置いた。この電荷に作　

　用する力の大きさ及び方向をそれぞれ求めよ。

＋

＋
＋

＋

　 　上の金属板 を 離して右図のように並べた。

　⑤　金属板 の左側の黒点に の電荷を置いたとき、

　　金属板 、 から受ける力の合力はいくらか

　⑥　金属板 と の間の黒点に の電荷を

　　おいたとき、金属板 、 から受ける力の合力は

　　いくらか

　⑦　金属板 の右側の黒点に の電荷を置いたとき、

　　金属板 、 から受ける力の合力はいくらか

　⑧　 の左側、 の間、 の右側の電場の強さはそれぞれいくらか

＋

＋

＋

＋

　⑨　金属板 と の電圧はいくらか

　金属板 を 、金属板 を

　に帯電させ、 枚の金属板を距離

　離して設置した。金属板 ともに

　面積は で、電気量 より電気力線

　 本出るとして以下の問いに答えよ。

　①　点 が極板 、 から受ける電場の強さ

　　及び合成した電場の強さを求めよ。

　②　点 が極板 から受ける電場の強さ及び合成した電場の強さを求めよ。

　③　点 が極板 から受ける電場の強さ及び合成した電場の強さを求めよ。

　　⑨　電圧＝電場 距離＝ ＝

　①　 　 ＝ 　 　 　合成は差になるので、 ＝

　　②　 　 　 　 　 の電場は同じ方向なので、 ＋ ＝

　　③　 　 ＝ 　 　 　合成は差になるので、 ＝

　　④　②より、 ＝

　①　 　②　 　③　同じ傾きで距離が 倍になるので

　　④　 　⑤　 　⑥　 　⑦　 　⑧　
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＋

＋

＋

＋

Ａ Ｂ

＋

＋

＋

＋

Ａ Ｂ

Ｏ
距離

電位

図Ⅰ

図Ⅱ

図Ⅲ

　④　極板 間の電位差（電圧）を求めよ

　右図Ⅰは面積 の金属板Ａを に帯電させ

　同じ面積のＢを に帯電させ距離

　離して設置した様子を示している。

　　図Ⅱは極板Ａを とした電位をＡから

　の距離との関係で示したもの出る。こ

　の状態で、極板の電気量が変化しない

　ようにして、極板間隔を 倍になるように

　極板Ｂを平行移動させた図が図Ⅲで

　ある。電気量 より電気力線

　 本出るとして以下の問いに答えよ。

　 　図Ⅰの極板間の電場の強さを とする。

　①　図Ⅱのグラフの傾きはいくらか

　　 で表わせ。

　②　図Ⅲの電場の強さはいくらか

　　 で表わせ。

　 　図Ⅰの極板Ｂの電位が であった時、

　③　図Ⅱの極板Ｂの電位はいくらか で表わせ。

　④　図Ⅰで極板Ｂから出ている電気力線数はいくらか。 で表わせ。

　⑤　図Ⅲで極板Ｂから出ている電気力線数はいくらか。 で表わせ。

　⑥　電場の強さ を で表わせ。

　⑦　電位 を で表わせ。

　⑧　電位 を で表わせ。

137．電場と電位の関係２  解説

Ｏ

距離

電位

Ａ Ｂ

＋

＋

　①　電池をつないだままであるので、電圧は

　　　変わらない。　

　　②　 より、 が一定なので、 と は

　　　反比例する。よって、

　　③　電場の強さが半分になっているので

　　　電気力線数も半分になっている。

　　　元が 本あったので、 本になった。

　　④　電気力線が半分になったので、電気量も

　　　半分になっている。よって、

　　⑤　最初 だったのが になっているので、

　　　 減少している。この減少分が流れたことになる。

　　　

　　⑥　右上図（電場の強さが半分なので電気力線数も半分）　　

　　⑦　右下図（電場の強さが半分なのでグラフの傾きも半分）
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＋

＋

＋

＋

Ａ Ｂ

Ｏ

距離

電位

Ａ Ｂ

図

図２

図

　距離 離れた金属板 を平行に置き、電圧 を

　かけたところ、 が 、 が の電荷がたま

　った。 間の電場の強さは一様で であった。

　この状態を表しているのが図１である。

　この状態で電圧を一定に保ったまま

　金属板 を金属板 から距離 になるまで

　引き離した。この状態が図２である。

　　図３は図１の場合と図２の場合の極板

　の電位を とした からの距離と電位との関係を

　示したものである。グラフは図１の場合のグラフ

　となっている。これについて以下の問いに答えよ。

　①　図２において極板 の電位はいくらか。 であらわ

　　せ。

　②　図２において極板間の電場の強さはいくらか

　　 で表せ。

　③　図 において電気力線は何本になったか

　④　図２において極板 の電気量はいくらになったか

　⑤　極板 を動かす間に極板 から電池に電気が

　　いくら流れたか。

　⑥　図２に電気力線を記入せよ。

　⑦　図３に図２の場合の電位のグラフを記入せよ。

　電荷を持たない同じ金属板 と を導線で直結し、

　平行に設置した。この状態で、帯電している

　電気量を自由に変えることのできる金属板

　 を金属板 の隣に右図のように設置した。

　　この状態で金属板 の電荷を以下のように変化

　させるとき、以下の問いに答えよ。

　 　金属板 を に帯電させた。

　①　金属板 から何本の電気力線が出ているか

　②　金属板 の右側には電気力線が何本出ているか。

　③　金属板 は金属板 から何本の電気力線を受けているか

　④　導線でつなぐということは電位が等しいということである。金属板 間には電気

　　　力線は何本あるか。

　⑤　金属板 はいくらに帯電しているか

　⑥　金属板 はいくらに帯電しているか

　⑦　金属板 の左側の電気力線と、金属板 の右側の電気力線本数はどのような関係に

　　あるか。また、双方の電気力線の合計と金属板Ａ，Ｂ，Ｃの電気量の合計との関係　

　　を答えよ。

　 　この状態で金属板 をアースした。

＋

＋

＋

＋

＋

＋

　①　電気力線は電気量 より 本なので、 は 本となる。

　　②　電気力線は金属板の両面に等しく出るので、

　　　左右ともに 本。よって、右側 本

　　③　②より 本

　　④　電気力線があれば電子が加速する。加速すれば

　　　運動エネルギーを得るので電圧があることになる。

　　　電圧がないということは電気力線がないという

　　　ことである。 本

　　⑤　 　⑥　 　

　　⑦　Ａ，Ｂ，Ｃ 枚の金属板を限りなく近づけて遠くから見た場合、この 枚の金属板

　　　は 枚に見える。 枚の金属板では左右に同じ電気力線数になるので、Ａの左側とＣ

　　　の右側は必ず同じ電気力線数になる。

　　　　この考え方に立てば、Ａ，Ｂ，Ｃの合計電気量が なので、外へ出る電気力

　　　線数は 本となる。よって、Ａの左側 本、Ｃの右側 本となるわけである。

　　　答え Ａの左側とＣの右側の電気力線数は等しい。

　　　　全体の電気量総数から算出した電気力線数とと金属板から外に出る電気力線　　

＋

＋

＋

＋

　　　数は等しい。

　⑧　アースをすると、必要な電荷がアースから

　　やってくるので、 の電荷の和は になる。

　　そのために外部に出る電気力線はなくなる。

　　金属板 からの電気力線はすべて につながる。

　　よって、 の電荷は 。 の右側は外部に

　　なるので、電気力線 、左側は と同電位なので

　　これも電気力線 ．よって、 は電荷

　⑨　アースをはずし、金属板Ａを取り除いた
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　⑧　電気力線で繋がっている電荷は動けないが、繋がっていない電荷は動く。金属板

　　 はそれぞれいくらに帯電しているか

　 　アースをはずし、金属板 を取り除いた。

　⑨　金属板 、 はそれぞれいくらに帯電しているか

　⑩　 間の電気力線は何本か

　⑪　 の右側の電気力線は何本か

　 　金属板 を で帯電させ、先ほどと同じところに設置した。

　⑫　金属板Ａ，Ｂ，Ｃの合計電気量はいくらか

　⑬　金属板Ａの左側，Ｃの右側の電気力線は何本か

　⑭　電気力線が＋と でつながった場合。外部から見ると電荷がないのと同じになる。

　　この考え方を基にして金属板 、 の電気量を求めよ。

　⑮　金属板 間の電気力線は何本か

　⑯　金属板 間の電気力線は何本か　

　 　金属板 を で帯電させた

　⑰　金属板Ａ，Ｂ，Ｃの合計電気量はいくらか

　⑱　金属板Ａの左側と の右側の電気力線はそれぞれ何本か

金属板

金属棒

金属箔

ガラス
ビン

絶縁体

　⑲　金属板　Ｂ，Ｃの電気量をそれぞれ答えよ。

　右図のような箔検電器に対して次のような実験を行った。

　このときの金属箔の開きについて以下の問いに答えよ。

　最初金属箔は閉じていたとする。

　 　正に帯電した不導体棒を金属板に近づけた。

　①　金属箔はどちらの電気に帯電するか

　②　金属箔はどうなるか

　 　不導体棒を近づけたままで金属板を指で触った。

　③　金属箔はどうなるか

　④　金属板にたまっている電荷はどうなったか

　 　金属板から指を離し、続けて不導体棒を取り去った。

　⑤　金属箔はどうなるか

　⑥　金属箔にたまっている電荷の符号を答えよ。

　 　負に帯電した不導体棒を金属板に近づけた。

　⑦　金属箔はどうなるか

　 　正に帯電した不導体棒を近づけると箔は一度閉じた。その状態から更に不導体棒を

　　近づけた。

　⑧　金属箔はどうなるか

　⑨　金属箔に帯電している電荷の符号を答えよ。

＋

＋

　　場合、金属板Ｂに残っていた の半分が

　　金属板Ｃに移動する。

　　よって、　金属板Ｂ＝ 、金属板Ｃ＝

　⑩　導線で繋がっているので電位は等しく

　　電気力線は存在しない

　⑪　右図のように 本

　⑫　

　⑬　それぞれ 本

　　　「遠くから見ると左右同数」

　⑭　金属板Ａは なので、金属板 の

　　の電荷が電気力線でつながり外部からは

　　見えなくなる。残りの が に等分配される。

　　よって、金属板 ＝ 、

　⑮　電位が等しいので 本

　⑯　 の＋電荷の電気力線が 本。金属板 の

　　電気力線が 本で合計 本

　

　⑰　Ｂ，Ｃで なので、Ａ，Ｂ，Ｃで

　⑱　Ａ，Ｂ，Ｃを 枚と考えて左右ともに 本と

　　なる。

　⑲　 間の電気力線は なので、 は

　　よって、金属板 が

　①　正に帯電した不導体棒を近づけたのであるから金属板は静電誘導を起こし、金属

　　　板は負に、金属箔は正に帯電する。よって、正に帯電

　　②　金属箔は開く

　　③　指で触るとアースしたことになるので、不導体棒の電荷と電気力線で繋がってい

　　　る金属板の電荷以外は流れて消滅する。よって、箔の電荷がなくなるので箔は閉じ

　　　る

　　④　金属板の負電荷は不導体棒の電荷と電気力線で繋がっているので、そのままであ

　　　る。

　　⑤　不導体棒を取り去ったので、金属板の負電荷が自由に動けるようになり、金属箔

　　　にもやってくるので、金属板は開く、しかし、金属板にも残るので、前よりは開き

　　　は小さい。よって、金属箔は開く。

　　⑥　⑤より負電荷

　　⑦　負電気の不導体棒を近づけたので、金属板の負電荷が金属箔にやってきて金属箔

　　　の開きが大きくなる。

　　⑧　正電荷に帯電した不導体棒を近づけたとき、金属箔の負電荷がこの不導体棒にひ

　　　きつけられ、金属板のほうに移動し、金属箔に負電荷がなくなるので、金属箔が閉
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138．金属板間に導体や不導体を挿入する問題

図１

図２

図３

　距離 離れた 枚の金属板 に は 、

　 は の電荷を帯電させた。これを示した

　のが図１である。図２は金属板 間に厚さ

　 の金属板をその中央部に挿入したものである。

　図３は図１の状態にある金属板間の電位を

　金属板 を としてグラフで表わしたものである。

　図１の金属板 間の電場の強さを として

　以下の問いに答えよ。

　①　図２で中央に挿入した金属板の左右端には

　　それぞれいくらの電荷が生じているか

　②　図２で金属板 と挿入した金属板間の

　　電場の強さはいくらか を用いて表わせ。

　③　挿入した金属板内の電場の強さはいくらか

　④　図２に電気力線の図を図１に習って書き込め

　⑤　図３に図２における電位のグラフを書き込め

　⑥　金属板ＡＢ間の電圧は金属板を挿入することにより最初の何倍になったか

　距離 離れた 枚の金属板 に は 、

図１

図２

図３

Ｃ Ｄ

Ｐ

　 は の電荷を帯電させた。これを示した

　のが図１である。図２は金属板 間に厚さ

　 、比誘電率 の不導体をその中央部に挿入

　したものである。Ｃ，Ｄは不導体の両端を表し、

　ＡＢ間の 等分点である。点ＰはＣＤの中点上にある。

　図３の破線は図１の状態にある金属板間の電位を

　金属板 を としてグラフで表わしたものであり

　太線は図 の電位のグラフである。

　図１の金属板 間の電場の強さを として

　以下の問いに答えよ。

　①　金属板と不導体の間の空間の電場の強さを で表せ。

　②　不導体内の電場の強さを で答えよ。

　③　図２で中央に挿入した不導体のＣ，Ｄ端には

　　それぞれいくらの電荷が生じているか

　④　図２に電気力線の図を図１に習って書き込め

　⑤　図３において図２の太線ＡＣ間のグラフの傾きは である。ＣＤ間のグラフの傾き

　　　じる。不導体棒を更に近づけた場合、金属板の負電荷が更に多くなるので、金属箔

　　　から負電荷が引き抜かれ金属箔が正電荷になる。よって箔は開く。

　　⑨　⑧より正電荷

 解説

図１

図２

図３

図１

図２

図３

Ｃ Ｄ

Ｐ

　①　静電誘導なので同じ電気量が生じる。　

　　　左端 、右端

　　②　金属板を挿入しても電気力線の数は

　　　変わらないので、電場は図１と同じである。

　　　よって、

　　③　金属板内は自由電子が挿入直後に動いた後は

　　　動かなくなっているので、自由電子には力が

　　　作用していない。力が作用していないので、

　　　電気力線は存在せず、　電場は

　　④　⑤　右図の通り

　　⑥　グラフの通り、電圧は になっている。

　①　右図の通り電気力線数が図 と変わらないので、

　　　電場の強さは図１と同じである。よって、

　　②　比誘電率 であるから電場の強さは になる。

　　　よって、

　　③　電場の強さが なので、電気力線が半分になる。

　　　そのため、全電荷の半分の電荷が生じていること

　　　になる。よって、Ｃ＝ 、Ｄ＝

　　④　右図の通り

　　⑤　電場の強さが になっているので、傾きも

　　⑥　図１では傾き なので、 の関係が成立する。

　Ｃ点では傾き で距離 なので、 ･ ＝

　ＣＤの電位差はＤ点ではＣ点より傾き で距離 なので、 ･ ＝

　　よって、電位は ＋ ＝

　Ｐ点はＣＤの電圧の半分なので、 ＋ ＝

　ＢはＤより更に 高くなっているので、 ＋ ＋ ＝
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　　はいくらか

図１

図２

図３

Ｃ Ｄ

Ｐ

　⑥　図１において金属板Ｂの電位が であったとすると、点Ｃ，Ｐ，Ｄ、Ｂの電位を

　　を用いて表せ。

　 と同じ装置を電圧 の電池につないだままで

　比誘電率 の誘電体を と同じように挿入した。

　図３はそのときの電位を表したグラフである。

　これを見て以下の問いに答えよ。

　ＡＣ間の電場の強さを とする。

　①　図３の太線グラフのＡＣ間の傾きを で表せ。

　②　点Ｃの電位を で表せ。

　③　ＣＤ間の傾きを で表せ。

　④　ＣＤ間の電圧を で表せ。

　⑤　ＤＢ間のグラフの傾きを で表せ。

　⑥　ＤＢ間の電圧を で表せ。

　⑦　ＡＢ間の電圧は で最初と変わらない。このことと、

　　②、④、⑥の結果を用いて を で表せ。

　⑧　図１における電場の強さはいくらか で表せ。

Ａ ＢＣ

　⑨　金属板Ａの電荷は図１に比べ図２では何倍になっているか

　断面積 の金属板Ａ、Ｂを距離 離して

　平行に設置し金属板Ｂをアースし、ＡとＢを

　導線で直結した。この金属板間に厚さの無視できる

　薄い金属板Ｃを電気量 に帯電させて金属板間中

　央に挿入した。右図はこの実験装置の様子を示した

　ものであり、下のグラフは各金属板間の電位を

　示すものである。真空誘電率を として、以下の

　問いに答えよ。

　①　金属板Ａ，Ｂの電位はいくらか

　②　金属板Ｃの左右に出る電気力線数はそれぞれ

　　何本か。 、 を用いて答えよ。

　③　ＡＣ間ＢＣ間の電場の強さはそれぞれいくらか

　　 、 、 で答えよ。

　④　ＡＣ間ＢＣ間の電位の傾き（大きさ）はいくらか。 、 、 で答えよ。

　⑤　極板Ｃの電位を としたとき、ＡＣ間ＢＣ間の電場の強さを で表せ。

　⑥　上のグラフに電位を示すグラフを書き込め

　⑦　④⑤より、極板Ｃの電位 を 、 、 、 で表せ。

　断面積 の金属板Ａ，Ｂ，Ｃ 枚を用意し、金属板Ｂ

　①　電場の強さがグラフの傾きである。

　　②　公式 より、 ＝ 　

　　③　比誘電率 なので、電場の強さは半分である。よって、

　　④　 ＝ 　⑤　 　⑥　 ＝

　　⑦　各電圧を加えると、 ＋ ＋ ＝ ＝

　　　　よって、　 ＝

　　⑧　 　

　　⑨　極板Ａの周辺の電場の強さが から ＝ と 倍になっている。

Ａ ＢＣ

　　　これは、電気量が 倍になったためである。

　①　共に

　　②　電気力線総数が 本であり、２分割される

　　　ので左右共に 本

　　③　ともに 本

　　④　③と同じく 本

　　⑤　

　　⑥　右図のとおり

　　⑦　 ＝ 　より、 ＝

　①　アースしてあるので０

　　②　極板Ｂがアースしてあるので、すべての極板の電荷の和は になる。Ａ，Ｃがあ

　　　わせて電気量が なので、極板Ｂは となる。

　　③　 は電気力線一本あたりの電気量なので、 本

　　④　 　　⑤　③より、

　　⑥　④より、

　　⑦　金属板ＣはＢから電位の傾き で距離 なので、電圧（電位）は
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Ａ ＢＣ

＋

＋

＋

＋

　をアースし、Ａ，Ｃをそれぞれ、電気量 で帯電させ、

　右図のように距離 離して平行に設置した。下のグラフは

　このときのＡＢ間の電位を示したグラフである。

　真空誘電率を として以下問いに答えよ。

　①　金属板Ｂの電位はいくらか

　②　金属板Ｂにたまっている電荷はいくらか。符号を含めて

　　 を用いて答えよ。

　③　金属板Ｂに届いている電気力線は何本か。 、 で答えよ。

　④　金属板Ａから出ている電気力線は何本か。 、 で答えよ。

　⑤　ＢＣ間の電場の強さはいくらか。 、 、 で答えよ。

　⑥　ＡＣ間の電場の強さはいくらか。 、 、 で答えよ。

　⑦　金属板Ａ，Ｃの電位はいくらか。 、 、 、 で答えよ。

　　　　ＡＣ間の電圧は電位の傾き で距離 なので、電圧（電位）は

　　　　よって、極板Ａの電位は ＋ ＝
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